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主な設備など主な施設など利用時間等施設区分
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33月11日（火）OOPPEENN

あやま文化センターあやま文化センター
AYAMA  Community  Culture  Center

午前9時～午後10時
（午前・午後・夜間の3区分）
休館日毎週月曜日（祝日の
ときは翌日）・年末年始

午前9時～午後10時
（午前・午後・夜間の3区分）
休館日毎週月曜日（祝日の
ときは翌日）・年末年始

午前9時～午後5時
休館日毎週月曜日（祝日の
ときは翌日）・年末年始・
特別整理期間

ホール、楽屋1.2
リハーサル室
録音室
シャワー室1.2

会議・工作室1.2.3
サークル活動室
1.2.3、パソコン室
和室1.2

図書室
・読書テラス
・読み聞かせ室

ホール客席334席（固定席324席、車椅子席
4席、親子席6席）、舞台、音響・照明、映
像装置、大型スクリーン、舞台操作卓、ピ
アノ　リハーサル室・録音室録音設備

会議・工作室3
音響・映像装置、80インチスクリーン
パソコン室パソコン21台（うち講師用1台）
和室水屋、炉

図書一般書架、児童書架、閉架書架
AVコーナービデオ・DVD

阿山公民館

図　書　室

さんさんホール

子育て支援セ
ンター

そ　の　他

午前9時～午後5時（業務開始は4月から）休館日毎週
日・月曜日（祝日のときは翌日）・祝日・年末年始

多目的トイレ、ベビーキープ付トイレ、湯沸室、
中庭（デッキテラス）、空調・冷暖房（全室個別）

■施設概要
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■午前（午前9時～正午）

平　日　　7,000円　　土・日・休日　　9,000円

■午後（午後1時～午後5時）

平　日　　9,000円　　土・日・休日　 12,000円

■夜間（午後6時～午後10時）

平　日　 11,000円　　土・日・休日　 15,000円

■全日（午前9時～午後10時）

平　日　 25,000円　　土・日・休日　 34,000円

■午前（午前9時～正午） 300円

■午後（午後1時～午後5時） 400円

■夜間（午後6時～午後10時） 500円

■全日（午前9時～午後10時） 1,100円

■午前（午前9時～正午） 1,000円

■午後（午後1時～午後5時） 1,300円

■夜間（午後6時～午後10時） 1,600円

■全日（午前9時～午後10時） 3,700円

さんさんホール

楽　屋（1室）

リハーサル室

■備考

※午前・午後使用は午前9時～午後5時、午後・夜間使用は午後1時か

ら午後10時の時間とし、その基本使用料は各時間帯の合計額です。

※休日とは、国民の祝日に関する法律に定めるものとします。

※使用者が入場料等を徴収する場合は、基本使用料に次表の割合を乗

じて加算します。また、入場料等を徴収しない場合でも営利を目的

とした使用は基本使用料に100分の100を乗じて加算します。

営利の目的のため使用する場合は、100分の200

営利の目的以外に使用する場合は、100分の50

※その他、附属設備等の使用料は別となっています。

使用料金等詳しくは、あやま文化センター内　教育委員会阿山分室

43ー0154へお問い合わせください。

（
問
い
合
わ
せ
）
教
育
委
員
会
阿
山
分
室

・
０
１
５
４
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伊
賀
市
議
会
議
員
選
挙
が
３
月
20
日

に
告
示
さ
れ
、
３
月
27
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
よ
く
考
え
て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、“
圧
着

郵
便
は
が
き
”で
お
届
け
し
ま
す
。

住
所
、
氏
名
な
ど
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

投
票
日
に
は
、
お
届
け
し
た
は

が
き
を
切
り
離
し
、
自
分
の
入
場

券
を
持
っ
て
投
票
所
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

は
が
き
は
、
遅
く
と
も
投
票
日

の
２
日
前
ま
で
に
は
届
く
よ
う
に

お
送
り
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
と

き
や
万
が
一
、
入
場
券
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
、
投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、
投
票

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が

投
票
所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補

者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す
る
の

が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
や
む
を

得
な
い
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
投

票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
期
日
前
投
票
・
不
在

者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
制
度
■

投
票
日
の
当
日
、仕
事
や
旅
行
、

出
産
予
定
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
に
よ
っ
て
投
票

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
や

場
所
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
入

場
券
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。指

定
病
院
、指
定
老
人
ホ
ー
ム
、

国
立
療
養
所
な
ど
の
施
設
に
入

院
、
入
所
中
の
方
は
、
そ
の
施
設

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

伊伊
賀賀
市市
議議
会会
議議
員員
選選
挙挙
はは
３３
月月
2277
日日
（（
日日
））

期日前投票所

上野支所　北庁舎1階第11会議室

伊賀支所　いがまち女性センター

島ヶ原支所　1階応接室

阿山支所　1階ロビー

大山田支所　北会議室

青山支所　青山公民館ロビー

投票時間

午前8時30分～午後8時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

午前8時30分～午後7時

■期日前投票所　3月21日（月）～26日（土）

※期日前投票は、投票所の指定がありません。

ご都合の良い投票所で投票してください。

【問い合わせ】 伊賀市選挙管理委員会事務局　 22-9601

入
場
券
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い

や
む
を
得
ず

当
日
投
票
で
き
な
い

方
は
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投票区
上野第　１
上野第　２
上野第　３
上野第　４
上野第　５
上野第　６
上野第　７
上野第　８
上野第　９
上野第１０
上野第１１
上野第１２
上野第１３
上野第１４
上野第１５
上野第１６
上野第１７
上野第１８
上野第１９
上野第２０
上野第２１
上野第２２
上野第２３
上野第２４
上野第２５
上野第２６
上野第２７
上野第２８
上野第２９
上野第３０
上野第３１
上野第３２
上野第３３
上野第３４
上野第３５
上野第３６
上野第３７
上野第３８
伊賀第　１
伊賀第　２
伊賀第　３
伊賀第　４
伊賀第　５
伊賀第　６
伊賀第　７
伊賀第　８
伊賀第　９
伊賀第１０
伊賀第１１
伊賀第１２
伊賀第１３
伊賀第１４
伊賀第１５
伊賀第１６

投票所
崇広中学校多目的教室
伊賀市中央公民館
車坂町集議所
農人町集議所
東小学校体育館
緑ヶ丘中学校体育館
みどり第２保育園
上野南部地区市民センター
上野西部地区市民センター
ふたば幼稚園
愛宕町集議所
新居地区市民センター
東高倉公民館
久米地区市民センター
八幡町教育集会所
三田地区市民センター
花之木地区市民センター
長田地区市民センター
小田地区市民センター
府中地区市民センター
佐那具町コミュニティセンター
猪田地区市民センター
友生地区市民センター
蓮池公民館
中瀬小学校体育館
花垣地区市民センター
大滝福祉会館
白樫公民館
治田総合庁舎
依那古地区市民センター
依那古第２保育所
比自岐地区市民センター
諏訪地区市民センター
神戸地区市民センター
比土公民館
きじが台集会所
古山地区市民センター
ゆめぽりすセンター
新堂公民館
小林集議所
下町区コミュニティセンター
柘植老人憩いの家
中柘植集落センター
上村多目的集会施設
小杉区高齢者等活性化センター
下柘植かがやきの郷
愛田公民館
山畑農事集会所
希望が丘生きがいセンター
川東多目的集会所
川西公民館
西之澤農事集会所
柏野公民館
御代多目的集会所

投票区
島ヶ原第１
島ヶ原第２
島ヶ原第３
島ヶ原第４
阿山第　１
阿山第　２
阿山第　３
阿山第　４
阿山第　５
阿山第　６
阿山第　７
阿山第　８
阿山第　９
阿山第１０
阿山第１１
大山田第　１
大山田第　２
大山田第　３
大山田第　４
大山田第　５
大山田第　６
大山田第　７
大山田第　８　
大山田第　９
大山田第１０
大山田第１１
青山第　１
青山第　２
青山第　３
青山第　４
青山第　５
青山第　６
青山第　７
青山第　８
青山第　９
青山第１０
青山第１１
青山第１２
青山第１３
青山第１４
青山第１５
青山第１６
青山第１７
青山第１８
青山第１９

投票所
正月堂客殿
町クラブ
川南公民館
中矢クラブ
川合公民館
波敷野公民館
石川集落センター
あやま保育所
鞆田地区いきいきセンター
ともだ保育所
玉滝内保高齢者活動センター
槙山多目的集会施設
丸柱山村活性化支援センター
音羽生活改善センター
阿山ハイツ多目的集会施設
大山田支所
山田北農事研修センター
炊村集落センター
大沢小規模集会所
真泥集落センター
大山田生活改善センター
奥馬野集会所
坂下公民館
須原小規模集会所
猿野小規模集会所
平松構造改善センター
青山公民館
別府集議所
青山羽根生活改善センター
上津コミュニティセンター
上津地区市民センター
妙楽地生活改善センター
博要介護予防センター
上高尾生活改善センター
原池集議所
青山文化センター
川上集会所
霧生農民研修センター
腰山コミュニティセンター
諸木公民館
福川公民館
奥鹿野公民館
古田集議所
青山中学校体育館
桐ヶ丘多目的集会施設

※選挙当日は、指定された投票所で投票してください。

投票時間は、午前7時から午後7時までです。

ただし、大山田第８投票区坂下公民館は

午前7時から午後6時までです。

■選挙当日の投票所　3月27日（日）
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個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
で
き

る
限
り
特
定
し
、
利
用
目
的
の

達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て

個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ

っ
て
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

本
人
か
ら
直
接
書
面
で
個
人
情

報
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
本
人
に
利
用
目
的
を

明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
間
接
的
に
取
得
し
た
場
合

は
、
す
み
や
か
に
利
用
目
的
を

通
知
ま
た
は
公
表
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

顧
客
情
報
の
漏
え
い
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
、
個
人
デ
ー
タ
を

安
全
に
管
理
し
、
従
業
者
や
委

託
先
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
り

個
人
情
報
保
護
法
　
４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
ル
ー
ル

ま
せ
ん
。

利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範

囲
で
、
個
人
デ
ー
タ
を
正
確
か

つ
最
新
の
内
容
に
保
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

個
人
デ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め
本

人
の
同
意
を
取
ら
な
い
で
第
三

者
に
提
供
す
る
こ
と
は
原
則
禁

止
さ
れ
ま
す
。

事
業
者
が
保
有
す
る
個
人
デ
ー

タ
に
関
し
て
、
本
人
か
ら
求
め

が
あ
っ
た
場
合
は
、そ
の
開
示
、

訂
正
、
利
用
停
止
等
を
行
わ
な
　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
て

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
と
き
は
、

適
正
か
つ
迅
速
に
処
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
生
活
は「
個
人
情
報
」

を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
大
変
便
利
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
反
面
、

「
個
人
情
報
」
が
誤
っ
た
取
扱
い

を
さ
れ
た
場
合
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

事
業
者
に
お
け
る
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
不
安
を
感
じ
た
よ
う
な

場
合
、
自
分
に
関
す
る
情
報
の
開

示
や
訂
正
、
利
用
停
止
等
を
自
ら

求
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
苦
情

等
が
あ
る
場
合
に
は
、
問
題
の
事

業
者
に
直
接
申
し
出
る
だ
け
で
な

く
、
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
や

市
・
県
な
ど
に
相
談
が
で
き
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
法
規
制
さ
れ
る

と
は
い
え
、
個
人
情
報
は
思
わ
ぬ

と
こ
ろ
で
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
個
人
情
報
を

提
供
す
る
と
き
は
、
利
用
目
的
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
、
自
分
の
情

報
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
振
興
部
広
聴
情
報
課

22
・
９
６
３
６

利
用
・
取
得
に
関
す
る

ル
ー
ル

適
正
・
安
全
な
管
理
に

関
す
る
ル
ー
ル

第
三
者
提
供
に
関
す
る

ル
ー
ル

開
示
等
に
応
じ
る

ル
ー
ル

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
守
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
情
報
が
法
律
に

よ
り
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

個人情報取扱事業者とは、個人情報（個人に関
する情報で、これに含まれる氏名、生年月日その
他の記述等により、特定の個人を識別できるもの
をいいます。）をコンピュータなどを用いて検索
することができるよう体系的に構成した5,000人
を超える者の個人情報をデータベース等で事業活
動に利用している事業者のことをいいます。
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○職員給与費の状況（普通会計当初予算）
区 分
16年度

職 員 数
1,209人

給 料
1,896,307

職員手当
755,057

期末・勤勉手当
955,277

（注）平成16年11月の合併月から平成17年3月までの5カ月間に対する給与です。
職員手当には、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均年齢の状況

区 分

伊賀市
国

平均給料月額
326,486円
327,555円

平均給料月額
259,129円
283,384円

【問い合わせ】職員課給与厚生係 22-9606

平均年齢
41歳02月
40歳02月

1人あたり給与費
2,983

単位：千円

平均年齢
45歳07月
47歳09月

一 般 行 政 職技 能 労 務 職

○一般行政職の初任給の状況（平成17年1月1日現在）

大学卒 170,700円 高校卒 138,800円 備考 国と同じ

○定員適正化計画の数値目標および進捗状況

伊賀市職員の給与等についてお知らせします伊賀市職員の給与等についてお知らせします

○手当の状況（平成17年1月1日現在）

内　　容

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・13,500円
その他の扶養親族（2人まで） ・・・・・・ 6,000円
扶養親族でない配偶者がある場合1人に500円加算
配偶者がない場合1人については　　　　　　・・・・・ 11,000円

その他の扶養親族（3人目以下） ・・・・・　 5,000円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子1人につき5,000円加算
借家・借間
家賃12,100円～23,000円の場合　・・・家賃から12,000円を控除した額
家賃23,000円を超える場合　　　・・・家賃から23,000円を控除した額の1/2

（最高限度額16,000円）を11,000円に加算
持家　　　　　　　　　　
新築または購入した日から5年間のみ2,500円支給
交通用具利用者（用具を使用する距離の区分および支給月数）
5 未満　　　　　　　　　　　 ・・・・・・ 3,000円
5 10 ・・・・・・ 6,000円
10 15 ・・・・・・ 9,700円
15 20 ・・・・・・13,400円
20 25 ・・・・・・17,100円
25 30 ・・・・・・20,800円
30 ・・・・・・24,500円

国の制度
との異同

同じ

同じ

異なる

平成17年1月1日現在
平成16年4月1日現在

備　考

現在、伊賀市における定員適正化計画については、国の地方公共団体定員管理研究会が定めるモデル数値
を参考に進めているところで、平成17年6月策定の予定です。

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

区分
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「「バーンズ・ナイトバーンズ・ナイト」」

皆さん、スコットランドのバーンズについて第2の
広報記事へようこそ。
先月の記事はバーンズの歴史を説明しましたが、今

回私達は「バーンズナイト」というイベントについて
もっと詳しく説明したいと思います。
バーンズナイトは少人数で行うものや大人数で行う

ものがありますが、毎年1月25日に世界中の人々はバ
ーンズを祝うため集まって食事をします。スコットラ
ンドは誇り高い歴史と豊かな文化があり、そしてバー
ンズナイトはスコットランドの事を祝いますので、こ
のイベントのテーマはスコットランドの伝統です。こ
れから私達は伊賀市で行うバーンズナイトについて説
明したいと思います！　
バーンズナイトでは料理と雰囲気は大事だと思われ

ています。このイベントは伝統的なスコットランド風
料理の晩餐会とダンスになります。もちろん、様々な
ウイスキーを飲むのはお勧めですが、雰囲気のためこ
の晩餐会の服装規則は正装・夜会服です。男性の方は
スコットランドの伝統的な正装（キルト）で参加しま
す。食事が始まる前、伝統的なバグパイプ音楽はお客

さんの登場を歓迎します。その後、会長の挨拶で晩餐
会を始めます。次に、公式のハギスは、パイパーとシ
ェフでメーンテーブルまで運ばれてバーンズの詩集を
読みながらハギスを切ります。一般のバーンズ食事は
コッカ・リーキー・スープ（鶏肉とベーコンスープ）、
ハギスとマッシュポテト、そして最後はクラナカンで
す。（クラナカンとはオーツ、はちみつと生クリーム
のデザートです）
食事の間、「不滅の記憶」というスピーチを行いバ

ーンズの詩集とバーンズの人生を思い出します。その
後、女性達への乾杯とバーンズの詩集暗唱もあります
が、このイベントのハイライトは正に食事の後のケイ
リー（スコットランドの伝統的なダンス）です。これ
は楽しそうでしょう？
バーンズナイトの参加費は食事、男性の場合はキル

トのレンタル費を含みますので、参加希望の方は市役
所の文化国際課または上野国際交流協会まで申し込ん
でください。私達のバーンズナイトパーティーは3月
25日にフレックスホテルで行われます！詳しくは今月
の「お知らせ」をご覧ください。

我
が
国
は
、
現
在
、
世
界
一
の

長
寿
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界

に
例
を
み
な
い
速
さ
で
高
齢
化
が

進
展
し
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
化

率
は
上
昇
を
続
け
る
で
し
ょ
う
。

本
市
の
場
合
、
平
成
16
年
12
月

現
在
の
高
齢
者
人
口
が
２
万
５
０

６
４
人
、
高
齢
化
率
が
24
・
３
％

で
国
や
県
の
平
均
よ
り
早
い
ペ
ー

ス
で
「
超
高
齢
化
社
会
」
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
長
寿
」

の
話
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、「
長
生
き
を
す
る
」

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
良

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

現
実
に
は
様
々
な
課
題
や

問
題
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、「
長
命
」
が
「
長
寿
」

に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
長
生
き
す
る

こ
と
が
「
長
寿
」
と
な
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
老
後
の
安
定
し
た
所

得
の
確
保
、
健
康
、
さ
ら
に
は
充

実
し
た
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が

で
き
る
環
境
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

全
国
的
に
は
多
く
の
高
齢
者
の

方
は
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
持

ち
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

■このコラムは、毎号いろいろなテーマで人権についてお話しています。
ご意見等は人権政策課 22-9631 E-mail : jinken@city.iga.lg.jpへ

し
、
病
気
等
の
た
め
に
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
す
る

肉
体
的
・
心
理
的
虐
待
や
就
業
差

別
、
あ
る
い
は
詐
欺
商
法
等
に
よ

る
財
産
侵
害
な
ど
、
高
齢
者
の
人

権
侵
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
浮
上
し
て
き
て
い
ま
す
。

人
生
の
先
達
で
あ
る
高
齢
者

が
、
深
刻
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
は
残
念
か
つ
憂
慮
す
べ
き

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
が
社
会
の
一
員
と
し
て

健
康
で
安
定
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
介
護
者

側
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
な
社
会
保
障
制
度
の

充
実
を
図
る
こ
と
、
家
庭

や
地
域
社
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
と
の
日
常
的
な
交

流
を
促
す
と
と
も
に
、「
老

い
」
が
暗
い
と
い
う
偏
見

を
な
く
し
、
高
齢
者
の
豊

富
な
経
験
や
知
識
を
十
分
に
生
か

さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
社
会

を
創
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の

よ
う
な
現
状
と
課
題
に
対
す
る
認

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

よ
り
一
層
必
要
な
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。（

上
野
支
所
健
康
福
祉
課
）

高
齢
者
に
尊
敬
と
感
謝
の
心
を
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● 市が実施する結核健診について

年1回各地区を巡回して実施している結核健診の対
象年齢が変わります。
〈現在〉
16歳以上の方を対象に実施

〈平成17年4月1日以降〉
65歳以上の方を対象に実施

● 乳幼児の予防接種について

対象年齢と実施方法が変更になります。
〈現在〉
対象：生後3カ月～4歳未満の乳幼児
実施方法：ツベルクリン反応検査を実施

→2日後に判定し、陰性者のみＢＣＧを接種

〈平成17年4月1日以降〉
対象：生後6カ月未満の乳児
実施方法：ツベルクリン反応検査をせずに、ＢＣＧを接種

※4月1日以降に生後6カ月以上の乳幼児がＢＣＧ予防接種を受
ける場合は、接種料金が有料になりますので、ご注意ください。

99 広報いが市
2005. 3. 1

結核という病気をご存知ですか？昔は、「結核にか
かると命を落としてしまう」と、恐れられていました。
現在では、医学の進歩や治療薬の効果に伴い、「命

を落とす怖い病気」というような印象はなく、結核と
いう病気そのものが沈静化しているようにも思われま
す。しかし、現在も結核は国内最大の感染症として、
毎年多くの患者が出ている病気なのです。
時々ニュースで学校内の集団感染が話題になります

が、日常生活の中で最も多いのが、抵抗力の低下した
高齢者の発症です。
ただの風邪と考えて、長引く咳を放っておいたら、

結核だった！ということもあります。「おかしいな」
と思ったら、早めに医療機関を受診しましょう。

厚生労働省では、これら結核患者が一向に減らない
現状を受けて、平成17年4月1日から、結核予防法を
改正します。
その中で、わたしたちの日常生活に関係のある改正

点についてご紹介します。

3月24日は世界結核デーです

阿山支所健康福祉課

保健師　川口美香

ホ
ル
モ
ン
療
法
、
放
射
線
療
法
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
一

番
大
切
な
の
は
、早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
治
療
を
行
う
こ
と
で
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
、
ま
ず
行

う
検
査
は
前
立
腺
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
の
採
血
、
直
腸
診
、

超
音
波
検
査
で
前
立
腺
の
様
子
を

見
ま
す
。
こ
こ
で
前
立
腺
が
ん
の

疑
い
が
あ
れ
ば
、
当
院
で
は
１
泊

入
院
し
て
い
た
だ
き
、
前
立
腺
の

組
織
を
採
取
し
、検
査
を
し
ま
す
。

こ
の
検
査
で
が
ん
が
見
つ
か
っ
た

場
合
に
は
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
前

立
腺
や
全
身
の
状
態
を
調
べ
、
適

切
な
治
療
を
選
択
し
て
い

き
ま
す
。

前
立
腺
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

の
検
査
に
数
日
が
必
要
で

し
た
が
、
よ
り
迅
速
に
診

断
で
き
る
よ
う
に
と
臨
床

検
査
室
の
協
力
を
得
て
、

火
曜
日
、
木
曜
日
に
は
約
１
時
間

で
検
査
結
果
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
疑
い
が
あ
る
の
か
無

い
の
か
の
検
査
は
、
低
侵
襲
（
あ

ま
り
痛
く
な
い
）
検
査
で
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
増
加
し

て
い
る
前
立
腺
が
ん
も
早
期
の
診

断
が
重
要
で
す
。
50
歳
を
越
え
た

方
は
、
ぜ
ひ
前
立
腺
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

泌
尿
器
科
　
荒
木
富
雄

前
立
腺
が
ん
は
欧
米
諸
国
に
多

く
、
日
本
で
は
、
比
較
的
少
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
口
の

高
齢
化
、
生
活
様
式
の
欧
米
化
、

さ
ら
に
検
診
の
普
及
や
診

断
技
術
の
向
上
に
よ
り

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
は
老
化
に

よ
る
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
の
く
ず
れ
や
環
境
な

ど
の
種
々
の
要
因
が
加
わ
っ
て
発

生
す
る
病
気
で
、
50
歳
頃
か
ら
増

え
は
じ
め
ま
す
。
初
期
に
は
ほ
と

ん
ど
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
病

状
の
進
行
と
と
も
に
、
排
尿
困
難

や
頻
尿
等
の
尿
の
出
方
に
関
す
る

症
状
が
で
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

症
状
は
高
齢
男
性
に
多
く
み
ら
れ

る
前
立
腺
肥
大
症
の
症
状
と
同
じ

で
す
。
さ
ら
に
前
立
腺
が
ん
が
進

行
す
る
と
血
尿
や
腰
痛
等
が
出
現

し
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
、
手
術
、

「
前
立
腺
が
ん
」
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1月23日、伊賀市文化会館
さまざまホールで伊賀市発足
記念式典が開催されました。
式典のオープニングでは、

旧6市町村歌と三重県民歌など
を組み合わせて作曲された記
念式典序曲｢栄えあれ伊賀市｣
が、菅生和光さんの指揮のも
と伊賀市音楽集団により演奏
されました。
式典では、今岡睦之市長が

｢自立した伊賀市の創造のた
め、政策中心の行政を確立し、
市民の期待に沿えるよう努力
していきます。｣と式辞を述べ
ました。そのあと、｢合併功労
者総務大臣表彰｣の伝達式が行
われ、野呂昭彦三重県知事か
ら旧4町村の首長に表彰状が手
渡されました。
また、式典の最後に青山太

鼓保存会により祝典太鼓「深
山」が演奏され、伊賀市の誕
生を祝いました。

近鉄伊賀線の駅周辺とＪＲ伊賀上野・佐
那具駅周辺に駐輪している利用者のマナー
向上と、駅前に駐輪の自転車等の整理整頓
を目的に、長期間放置されたままとなって
いる自転車等の調査・撤去作業が、1月18
日と28日に行なわれました。
1月18日、上野警察署員や各駅長らの立

ち会いのもと、「7日以上札のついたまま
になっているものは、放置自転車と判断し
撤去します。」と記した調査札の取り付け
作業を行い、1月28日、調査札がそのまま
残っている自転車130台とバイク3台を撤
去しました。
撤去された自転車とバイクは、平成17

年7月27日までの6カ月間、市の自転車等
保管庫（伊賀市小田町）で保管されたあと、
持ち主が分らないものについては廃棄処分
される予定です。
心当たりのある方は、上野支所生活環境
課（ 22-9638）までお問い合わせくだ
さい。

伊賀市発足記念式典

駅前の放置自転車等を撤去
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「第45回伊賀地区駅伝競走大会」が1月30日、伊賀
市ゆめぽりすセンター前をスタート地点として開催さ
れ、過去最高の81チームが出場しました。
47チームが出場した男子の部（蓮池地区折り返し、

6区間、23.7キロメートル）は「チーム　シャカリ
キ！」が1時間22分30秒で2大会連続の優勝。6チーム
が出場した女子の部（5区間、12.5キロメートル）は、
初出場の「伊賀Ａ.Ｃ」が48分25秒で優勝を飾りまし
た。
また、中学生の部（女子の部と同コース）は、男女

とも名張北中陸上部が優勝しました。
なお、大会結果は次のとおりです。

【大会結果】
男　　子　1位　チーム　シャカリキ！　 1時間22分30秒

2位　伊賀鉄人会Ａ　　　　　 1時間24分35秒
3位　旭ダイヤＡ　　　　　　 1時間24分56秒

女　　子　1位　伊賀Ａ.Ｃ　　　　　　　　　 48分25秒
2位　青山リッキーズPart1 55分05秒
3位　（株）杵松　　　　　　　　　59分45秒

中学男子　1位　名張北中陸上部Ａ　　　　　　42分39秒
2位　島ヶ原中学校野球部　　　　　44分15秒
3位　青山中学校　　　　　　　　　44分38秒

中学女子　1位　名張北中陸上部Ａ　　　　　　51分49秒　
2位　阿山中学校　　　　　　　　　52分18秒
3位　青山中学校　　　　　　　　　54分21秒

2月6日、市内のホテルで、女性も男性も共に参画
し、いきいきと生きられる社会の実現を目指して、
「いきいき未来いが2005」が、伊賀市男女共同参画
ネットワーク会議と伊賀市の共催で行なわれました。
伊賀市男女共同参画ネットワーク会議には、現在、

33団体が登録し男女共同参画社会の実現を目指し
様々な活動を行っています。
この日は、東京大学大学院助教授の瀬地山角さん

を講師に迎え、「お笑いジェンダー論」と題して講演
が行われました。瀬地山さんは自らの育児体験を踏
まえ、現在の少子高齢社会と男女共同参画社会のあ
り方について、ユーモアを交え話されました。
会場には男性の参加者も多く、男性3人と女性1人

から「少子化問題と老人の役割」「専業主婦の社会的
評価」「男らしさや女らしさ」についての質問も出さ
れました。
また、講演のあと、「健康が一番！“みんなで楽し

くやろう忍にん体操”」「子どもは地域の宝物」「建具
の技術を活かした木製コースターづくり」の3つの分
科会が行われました。

第45回伊賀地区駅伝競走大会

いきいき未来いが2005
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城下町伊賀上野の素晴らしい景観を後世に引き継ぐため、町家の新しい活用方法を提案・実践することで、
活力のあるまちづくりと次代を担うひとづくりに取り組むことを目的として「伊賀上野町家みらいセンター」
の設立総会が、１月30日、上野西小学校多目的ホール
で開催されました。
この会は、町家を借りたい人と貸したい人のネットワ
ークづくり、空き町家の情報収集、ギャラリーやサロン、
フリーマーケットといった交流・活動の場づくり、その
他、町家に関する相談、調査、研究などを行います。設
立総会には、設立準備会の会員を含め約50人が出席し、
会則や役員の選任、事業計画について協議しました。
総会のあと、（社）奈良まちづくりセンター副理事長

の黒田睦子さんを講師に迎え、「市民の手で甦った元興
寺界隈」と題して講演が行われました。同会では、会員
を募集しています。詳しくは、上野支所建設課都市計画
係までお問い合わせください。

伊賀上野町家みらいセンター設立総会

島ヶ原ふれあいの里に建設を行っていた温泉施設「やぶっちゃの湯」等が完成し、2月8日、今岡睦之市長
や稲森稔夫・前島ヶ原村長ら関係者約150人が参加して竣工式が行なわれました。

玄関前でテープカットが行なわれたあと、式
典会場では島ヶ原獅子神楽保存会による獅子舞
が披露されました。そのあと、式典が行なわれ、
今岡市長が「今後、この施設を交流の駅・健康
の駅と位置づけ、有効に活用していきたい。」と
式辞を述べました。
島ヶ原温泉「やぶっちゃの湯」は大浴場や展

望露天風呂、サウナなどを完備した温浴棟と、
温水プールやトレーニング室を備えた健康づく
り棟からなっています。また、漬物、モチ・菓
子、コンニャク工房や体験工房などを備えた特
産品加工施設も併設しています。

島ヶ原温泉「やぶっちゃの湯」等竣工式

青山地域の地域振興の拠点となる初瀬街道交流の館「たわらや」の完成を記念するイベント「初瀬街道ま
つり」が、2月12日と13日の両日、伊賀市阿保で開催されました。交流の館は、江戸時代に初瀬街道を通り
伊勢神宮へ参拝する人たちの宿として賑わった旅館
｢たわらや｣を改修し、江戸時代の旅籠をイメージし
た、瓦葺き、木造2階建ての館として整備したもので、
県の民俗文化財に指定されている参宮講看板や街道
にまつわる品物、資料を展示しています。
12日は青山太鼓保存会による太鼓演奏や阿保・別

府地域の神楽保存会による獅子舞の披露、初瀬街道
写真展などが行なわれました。また、13日は地元の
舞踊グループにより伊勢音頭が披露され、たくさん
の人で賑わっていました。
初瀬街道交流の館「たわらや」は、4月1日から一

般公開です。

初瀬街道まつり



2月11日午前中、柘植小学校体育館で解放文化祭が開催されました。
この文化祭は、いがまち人権センターを拠点に地区出身の保育園児、小中児童生徒が部落差別

をなくすため今年度１年間取り組んできた学習内容や活動を発表する場で、多くの人に部落差別
の現実を知ってもらい、ともに差別をなくしていこうとす
る仲間の輪を広げていくことを目的に20数年前から行われ
ています。
会場には、地域住民をはじめ市内各地、県内から約450

人が参加し、「差別は人間関係を引き裂くもの、お互いを
認めあい、支えあう仲間づくりこそが大切」という子ども
たちからのメッセージに真剣に見入っていました。
また、父母の会からも部落差別がなくなることを願う親

の思いを人権劇にした発表がありました。会場では、これ
らの発表を通して部落差別の不当性を互いに再認識しあ
い、差別をなくしていこうという思いを共有しました。

2月13日に大山田農村環境改善センターで「大山田芸
能大会」が開催されました。この芸能大会は、大山田地
区の文化サークルや公民館教室の発表の場、また、親睦
の場として始められ、今年で28回目を迎えました。舞踊
や民謡、詩吟、コーラスなど128人の出演者（出演グル
ープ：13団体）は日頃の練習の成果を存分に発揮してい
ました。また、この舞台に初めて参加した民謡やよい会
の3姉妹（はるきちゃん・みづきちゃん・ゆずきちゃん）
は大山田西保育園児。一昨年に民謡を始め、昨年の11月
頃から練習に励み、元気よく歌いきることができました。
約200人が訪れた会場からは、割れんばかりの拍手が贈
られていました。この芸術文化祭では、12日に文化公演
会、12日から13日に展覧会などの催しも行われました。

1313 広報いが市
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解放文化祭

2月13日に伊賀市川合においてあやま文化センターの竣工式が行われました。あやま文化センターは、文
化・芸術活動や生涯学習活動の拠点施設、文化の発信基地として、また、施設利用者の交流の場として建設
され、阿山地区の住民にとっては待ちに待った施設の
完成となりました。さんさんホール前でテープカット
セレモニーが行われた後、式典が開式し、式辞では、
今岡市長が「伊賀市民だけではなく、近隣の甲賀市民
の皆さんとの交流の拠点にもなってほしい。」と話しま
した。その後、工事経過報告や施工業者等に感謝状が
贈呈され、緞帳とピアノの披露がありました。
また、市内出身のピアニスト今野尚美

こんの　なおみ

さんによるピ
アノ演奏やテレマン・アンサンブル＆シンフォ二エッ
タ・テレマンによるオープニング記念コンサートも行
われました。

あやま文化センター竣工式

大山田芸術文化祭「大山田芸能大会」
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地域づくり「「「「ゆゆゆゆめめめめささささきききき22221111シシシシンンンンポポポポジジジジウウウウムムムム」」」」
【と　き】 3月19日（土） １３：００～１６：３０　　　　　　　　　 参加無料！
【ところ】 大山田産業振興センター ２階「どんぐりホール」

◆主　催 大山田地域づくり景観整備事業推進会議・伊賀市大山田支所地域振興課

◆協　力 三重大学工学部建築学科　浅野研究室

◆目　的 ふるさと創生基金を活用した住民主体の「地域づくり景観整備事業」も
13年目を迎えました。ますます求められる地域活力や住民自治の原点と
して、これまでこの事業を通して培った地域を愛する想いが、今後更に
求められる時代の到来を迎え、これまでの成果と課題を踏まえてさらに
推進するために、地域づくりグループ間の情報交換を目的に開催します。

【プログラム】
13：00～　開会

13：15～　伊賀市ふるさと創生基金活用「大山田地域づくり景観整備事業」内容紹介

上田　操（大山田地域づくり景観整備事業推進会議副会長）第

第1部「平成16年度の取り組み」
13：20～　地域づくりグループ成果発表

【第２次事業ハード】中村、川北　
【第２次事業ソフト】下阿波、猿野、子延

第2部「景観整備事業と『伊賀市自治基本条例』から始まる地域の明日」
14：20～　①景観談義その１（仮）「農村景観づくり」三重大学工学部建築学科　浅野聡助教授　
15：20～　②景観談義その2 （仮）「伊賀市自治基本条例とまちづくり」

四日市大学総合政策学部　岩崎恭典教授
16：20～　⑤参加者アンケート
16：30～　閉会

【問い合わせ】 伊賀市大山田支所地域振興課　 47-1156

伊賀市の将来像である「ひとが輝く　地域が輝く」
自立と共生のまちをめざし、その実現を確実なものと
するため、12月議会で「伊賀市自治基本条例」が制
定されました。
この条例では、住民自治の実現に向けての活動の主

体は、自治会をはじめ、ボランティア、市民活動団体、

地域に貢献する事業者、まちづくりに積極的に参加す

る個人と定めています。
各地域が有する課題はそれぞれ異なり、住民のニー

ズも多様化し複雑化していることから、行政が一律に
対応していくことが極めて困難になってきています。
地域に住まわれている全ての方々が自由に参加し、身
近な課題を話し合い解決する場として、地域住民が主
体となる自主的な組織である「住民自治協議会」が自
治活動の主体となります。
現在、各地域で自治会を中心に協議会設立や運営に

向けて取り組みをいただい
ているところです。
各地域の概ね小学校単位

の区域で「住民自治協議会」

を設立いただき、地域課題
の解決を図るための「地域
まちづくり計画」を策定し、
その計画に基づき事業を実施していくものです。さら
に協議会ごとに策定された地域まちづくり計画は、伊
賀市の総合計画にも反映されることになり、地域と行
政が一体となってそれぞれの役割を担い、より良い
「伊賀市」をめざすものです。
住みよい地域の形成と活力あふれる地域の創造につ

なげるため、住民自治協議会の設立に向けて市民の皆
様のご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】本庁市民生活課　 22－9639

住民自治協議会の設立に向けてご理解ご協力をお願いします。

第９
回

▲川北景観（さくら公園）
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２
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21
・
０
２
８
０

固
定
資
産
税
の
納
期
限
を
変
更
し
ま
す

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
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を
縦
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軽
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動
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廃
車
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名
義
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市
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所
税
務
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お
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税
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さ
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屋
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等
縦

覧
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の
縦
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５
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２
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前
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後
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【
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【
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月　

4

時　　　間
9:30～12:00
14:00～15:30
13:30～15:30
9:30～10:10
10:40～11:40
13:00～13:30
13:40～14:20
14:40～15:30
9:30～10:40
11:00～12:00
13:30～14:00
14:30～15:00
9:30～10:00
10:20～10:40
11:00～11:20
11:40～12:00
13:30～14:00
14:30～15:00
9:30～ 9:50
10:10～10:40
11:00～11:30
13:00～13:30
13:40～14:00
14:30～15:30

実　　施　　場　　所
上野東部地区市民センター
上野西小学校裏公園広場
新居地区市民センター
諏訪地区市民センター
三田地区市民センター
佐那具公民館
府中地区市民センター
小田地区市民センター
猪田地区市民センター
依那古地区市民センター
比自岐地区市民センター
神戸地区市民センター
古山地区市民センター
花垣地区市民センター
治田総合庁舎
（旧）白樫農協出張所
花之木地区市民センター
長田地区市民センター
蓮池公民館
友生地区市民センター
下友生第２公民館
久米地区市民センター
八幡町市民館
中瀬地区市民センター

日

11

13

15

18

20

22

曜

月

水

金

月

水

金

月　

4

時　　　間
9:00～ 9:10
9:20～ 9:30
9:40～ 9:50
10:00～10:10
10:20～10:30
10:50～11:05
11:15～11:25
11:35～11:55
13:00～13:30
13:50～14:00
14:10～14:25
14:35～14:45
15:00～15:20
9:00～ 9:10
9:25～ 9:35
9:45～ 9:55
10:10～10:25
10:40～10:55
11:10～11:20
11:35～11:50
13:30～13:50
14:00～14:10
14:20～14:30
14:40～14:50
15:00～15:15
15:25～15:45

実　　施　　場　　所
坂下コミュニティーホール
中馬野公民館
奥馬野公民館
広瀬公民館
川北公民館
中村公民館
鳳凰寺公民館
甲野公民館
大沢公民館
千戸公民館
炊村公民館
畑村公民館
保健センター
上阿波公民館
子延公民館
平松公民館
富永公民館
猿野公民館
須原公民館
下阿波公民館
真泥公民館
中島公民館
富岡公民館
出後公民館
平田公民館
保健センター

日

14

15

曜

木

金

犬
を
飼
う
場
合
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
必
ず
登
録
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
「
生

涯
登
録
」
で
、
１
回
の
登
録
で
済

み
ま
す
。
ま
だ
登
録
を
し
て
い
な

い
飼
い
犬
や
新
し
く
飼
い
始
め
た

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
を
対
象

と
し
ま
す
。

「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
、
毎

犬犬
のの
生生
涯涯
登登
録録
とと
狂狂
犬犬
病病
予予
防防
注注
射射

■上野支所生活環境課市民生活係 22-9638

■大山田支所生活環境課生活環境係 47-1163

月　

4

時　　　間
13:30～14:00
14:30～15:30

実　　施　　場　　所
正月堂前
島ヶ原支所裏

日

22

曜

金

■島ヶ原支所生活環境課市民生活係 59-2109

年
１
回
、
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射
会

場
あ
る
い
は
動
物
病
院
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

生
涯
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
の
日
程
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
期
間
内
に
手
続
き
で
き

な
い
方
は
、
各
支
所
生
活
環
境
課

ま
た
は
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
登

録
を
済
ま
せ
た
後
、
動
物
病
院
で

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
料
　
金
】

登
録
済
み
で

注
射
の
み
の
場
合

・
・
・
３
２
０
０
円

新
規
登
録
と
同
時
に

注
射
を
さ
れ
る
場
合

・
・
・
６
２
０
０
円

※
当
日
、
お
つ
り
が
い
ら
な
い
よ

う
に
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
支
所
生
活
環
境
課
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月　

4

時　　　間
9:30～ 9:40
10:00～10:20
10:30～10:40 

11:00～11:50

13:30～13:50
13:55～14:10
14:25～14:40
15:00～15:40
9:30～ 9:50
10:00～10:15
10:25～10:50
11:00～11:10
11:20～11:35
11:45～11:55
13:20～13:40

14:00～14:50

15:00～15:40

実　　施　　場　　所
古田集議所
霧生農民研修センター
腰山コミュニティーセンター
桐ケ丘地区市民センター
（旧健康管理センター）
上高尾生活改善センター
原池集議所
種生生活改善センター
青山支所前
上津コミュニティセンター
妙楽地生活改善センター
北山公民館
川上地区集会所
別府集議所
青山羽根生活改善センター
青山文化センター
桐ケ丘地区市民センター
（旧健康管理センター）
青山支所前

日

18

19

曜

月

火

月　

4

時　　　間
9:30～10:00
10:15～10:30
10:45～11:30 
13:00～13:10
13:20～13:40
13:50～14:00
14:10～14:30
14:40～14:55
15:05～15:30
9:30～ 9:45
10:00～10:15
10:30～11:00
11:15～11:35
13:00～13:40
13:55～14:10
14:25～14:55
15:05～15:25

実　　施　　場　　所
槙山多目的集会施設
内保集落センター
玉滝・内保高齢者活動センター
湯舟コミュニティセンター
西湯舟生活改善センター
東湯舟農業センター
いきいきセンター
中友田多目的活動施設
下友田多目的集会施設
波敷野消防倉庫
音羽生活改善センター
丸柱山村活性化支援センター
石川集落センター
阿山支所西側
川合公民館
阿山ハイツ公民館
円徳院公民館

日

21

22

曜

木

金

月　

4

時　　　間
9:15～ 9:30
9:45～10:15
10:30～11:00 
11:15～12:00
13:30～14:00
14:15～14:45
15:00～15:15
15:30～15:40
9:15～10:00
10:15～10:45
11:00～11:15
11:30～12:00
13:30～13:45
14:00～14:45
15:00～15:10
15:25～15:40
15:55～16:10

実　　施　　場　　所
川西公民館駐車場
川東多目的集会所
山畑農事集会所
希望ケ丘いきがいセンター
愛田公民館
新堂公民館
柏野公民館
御代多目的集会所
伊賀支所農業総合センター
中柘植集落センター
野村集落センター
小林集議所
倉部公民館
下町コミュニティセンター
いがまち人権センター
上村多目的集会所
小杉区高齢者等活性化センター

日

14

15

曜

木

金

■青山支所生活環境課市民生活係 52-3227

■阿山支所生活環境課環境係 43-0333

■伊賀支所生活環境課市民生活係 45-9104

■永く共に生活できるかを飼う時に、しっかり判断
しましょう。
動物を飼い始めるときには、まず家庭環境と動物

の寿命を考えなければなりません。家族全員の合意
はもちろんのこと、飼うための敷地、犬や猫で15～
20年の寿命があることを考え、責任をもって共に生
活できるかを慎重に判断しなければなりません。
また、動物の習性、特性を十分に理解し、他人に

迷惑をかけることのないように、しつけや訓練を施
すことが大切です。無責任な飼育は、人にも動物に
も不幸な結果をもたらすことになるので絶対にやめ
ましょう。

■どうしても飼えなくなった時は、責任を持って、
新しい飼い主を見つけましょう。
やむを得ず飼うことができなくなった場合は、責

任を持って新しい飼い主を見つけましょう。どうし
ても新しい飼い主が見つからない場合は保健所が引
き取ってくれますが、引き取られた犬・猫はほとん
どが処分されているのが現状です。

■動物の将来についても十分考えましょう。
野良犬や野良猫は、もとはといえば心無い飼い主

が捨てた結果であり、不必要な繁殖により生まれた
ともいえるでしょう。繁殖を希望しない飼い主は、
不妊・去勢などの手術をすることが大切です。不妊
手術は生後半年から１年の間が適当ですが、動物の
発育状態により異なりますので、開業している獣医
師に相談してください。

■気持ち良く生活するために、マナーを守りましょ
う。
最近飼い主の皆さんのモラル低下による苦情や、

トラブルの問い合わせが増加しています。人に迷惑
をかけないことは飼い主の義務です。散歩中の糞は
必ず持ち帰り、犬小屋の周囲も清潔にして、臭いや
ハエの発生に注意しましょう。また、ムダ吠えなど
犬へのストレスを減らすためにも、十分な散歩やし
つけをしましょう。

犬を飼っている皆さんへ



今月の納税今月の納税
伊賀地区
国民健康保険税（12期）

島ヶ原地区
市税等（随時分）

阿山地区
国民健康保険税（6期）

大山田地区
市民税（随時分）
国民健康保険税（随時分）

青山地区
国民健康保険税（12期）

納期限

3月31日（木）

お知らせお知らせ
INFORMATIONINFORMATION

伊賀市役所
Iga City Office
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春
は
、
卒
業
・
進
学
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
子
ど
も
達
の
環
境
も
変

わ
り
、
行
動
範
囲
も
広
が
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
進
学
等
に
よ
る
不

安
や
現
実
逃
避
か
ら
子
ど
も
達
の

非
行
や
家
出
が
増
加
す
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

子どもたちのＳOＳを

見逃さないで

地域福祉計画は、私達のま
ちにふさわしい福祉はどうあ
るべきかを、それぞれの地域
特性を考慮しながら、市民が
ともに支えあい、ともに生き
る地域社会の実現をめざして
創りあげていく計画です。
詳しくは、ホームページ等

をご覧ください。
また、計画策定に参加して

いただける市民の方を公募す
る予定です。

【問い合わせ】
本庁福祉政策課

22－9657

ご
家
庭
で
は
、

○
子
ど
も
達
が
、
今
ま
で
に
買
い

与
え
た
こ
と
の
な
い
高
額
な
持

ち
物
を
持
っ
て
い
な
い
か
。

○
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
り
無
断
外

泊
は
な
い
か
。

○
金
遣
い
が
荒
く
な
っ
て
い
な
い

か
。

○
服
装
が
派
手
に
な
っ
て
き
て
い

な
い
か
。

な
ど
、
子
ど
も
達
の
言
動
に
注
意

し
、
変
化
の
兆
し
を
見
逃
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
い
じ
め
１
１
０
番

０
１
２
０
・
４
１
７
８
６
７

上
野
警
察
署

21
・
０
１
１
０

名
張
警
察
署

62
・
０
１
１
０

国
際
理
解
講
座
の
一
環
と
し

て
、
世
界
の
様
々
な
人
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
市
民
の
国
際
感
覚
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
国
際
交
流
忍

者
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

４
月
２
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
参
加
費
】

大
人
　
１
０
０
０
円
　

子
ど
も
　
５
０
０
円

【
募
集
人
数
】

80
人
程
度
（
先
着
）

【
内
　
容
】

忍
者
衣
装
に
着
替
え
て
、
伊
賀

流
忍
者
博
物
館
や
市
内
の
ま
ち
か

ど
忍
者
道
場
等
を
散
策
し
ま
す
。

【
集
合
場
所
】

伊
賀
市
中
央
公
民
館
前

上
野
支
所
地
域
振
興
課

国
際
交
流
忍
者
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
募
集

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

３
月
25
日

ま
で
に
、
電
話
で

上
野
支
所
地
域
振
興
課
（

22
・

９
６
２
３
）
ま
た
は
上
野
市
国
際

交
流
協
会
（

22
・
９
６
２
９
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
時
に
忍
者
衣

装
の
サ
イ
ズ
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新市の
地域福祉計画を策定します。

国
際
交
流
忍
者
ウ
ォ
ー
ク
に
協

上
野
支
所
地
域
振
興
課

国
際
交
流
忍
者
ウ
ォ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

４
月
２
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】

上
野
公
園
お
よ
び
伊
賀
市
街
地

周
辺

【
内
　
容
】

当
日
参
加
さ
れ
る
方
々
の
案
内

や
忍
者
衣
装
へ
の
着
替
え
の
補
助

等【
そ
の
他
】

事
前
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
こ
ち
ら
に
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

３
月
18
日

ま
で
に
、
電
話
で

上
野
支
所
地
域
振
興
課
（

22
・

９
６
２
３
）
ま
た
は
上
野
市
国
際

交
流
協
会
（

22
・
９
６
２
９
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



【
と
　
き
】

３
月
26
日

午
後
１
時
30
分
　
開
場

午
後
２
時
　
　
　
開
演

【
と
こ
ろ
】

上
野
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
２
階

【
演
　
題
】

『
奥
の
細
道
』
そ
の
旅
の
実
像

【
講
　
師
】
金
森
敦
子
さ
ん

１
９
４
６
年
生
ま
れ
。
作
家
。

新
潟
県
在
住
。
在
野
の
人
物
伝
記

を
書
い
て
い
た
が
、『
江
戸
の
女

俳
諧
師
「
奥
の
細
道
を
行
く
〜
諸

九
尼
の
生
涯
』（
第
47
回
日
本
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
）で
、

江
戸
時
代
の
旅
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
締
切
】
３
月
25
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

電
話
で
文
化
国
際
課
（

22
・

９
６
２
４
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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第第2323回青山文化センター文化祭回青山文化センター文化祭

テーマ 多文化共生社会のまちづくり

【と　き】3月12日（土）、13日（日）
【ところ】青山文化センター
【内　容】12日（土）午後1時～10時

・ 旧青山トンネルフィールドワーク
・ 作品展示、サークル発表
13日（日）午前10時～午後3時30分

・ 韓
ハン

久
グー

さん＆四物
サムル

遊撃隊による公演他
・ 体験コーナー、グラウンドゴルフ
・ 食べ物コーナー、各種バザー 等

※ 青山町駅～青山文化センター（桐ヶ丘経由）の
臨時無料バスを運行します。

【問い合わせ】青山文化センター　 55－2411

伊
賀
市
美
術
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

本
庁
文
化
国
際
課

市
お
よ
び
県
立
美
術
館
・
県
立

美
術
館
友
の
会
で
は
、
美
術
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

３
月
19
日

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

（
開
場
　
午
後
１
時
）

【
と
こ
ろ
】

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

３
階
中
会
議
室

【
演
　
題
】

「
藝
術
家
の
パ
ト
ロ
ン

（
原
　
三
溪
と
本
阿
弥
光
悦
）」

【
講
　
師
】

三
重
県
立
美
術
館

学
芸
員
　
東
　
俊
郎
さ
ん

【
定
　
員
】

１
５
０
人

【
問
い
合
わ
せ
】

文
化
国
際
課

22
・
９
６
２
４

よくばり劇場「「しし丸ジャンジャカ！しし丸ジャンジャカ！」」

【と　き】3月25日（金）
午後7時30分開演　　　　　　　

【ところ】ふるさと会館いが
小ホ－ル

【上演時間】50分
【入場料】 無料
【内　容】

人形劇 紙芝居 腹話術 パントマイム
ギタ－ミニコンサ－ト
（当日、変更する場合があります）
子どもから大人まで楽しめる、欲張りな50分です。

＊腹話術に関心がある方、パントマイムをやってみ
たいと思っている方、この機会に挑戦しませんか？
終演後、希望者への実技指導もあります。

【問い合わせ】教育委員会伊賀分室　 45－9116

歌
枕
俳
枕
講
座受

講
者
募
集

本
庁
文
化
国
際
課

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
の
生
誕

祭
に
参
加
し
よ
う
！

【
と
　
き
】

３
月
25
日

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

上
野
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
２
階

【
内
　
容
】

バ
ー
ン
ズ
ナ
イ
ト
で
は
、
伝
統

的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
料
理
（
ハ

ギ
ス
）
を
食
べ
な
が
ら
、
バ
ー
ン

ズ
の
詩
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
な
ど
を

楽
し
み
ま
す
。

【
定
　
員
】
先
着
60
人
（
20
歳
以
上
）

【
参
加
費
】

（
男
性
）
６
５
０
０
円

※
キ
ル
ト
の
レ
ン
タ
ル
料
を

含
み
ま
す
。

（
女
性
）
３
５
０
０
円

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

伝
統
的
な
行
事
の
た
め
、
男
性

は
キ
ル
ト
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

伝
統
的
な
正
装
）
を
着
用
し
、
女

性
の
方
は
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア
ー

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
酒
が
少
し
出
ま
す
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

３
月
17
日

ま
で
に
、
文
化
国

際
課
（

22
・
９
６
２
４
）
ま
た

は
、
上
野
市
国
際
交
流
協
会
（

22
・
９
６
２
９
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
男
性
の
方
は
、
キ
ル
ト
の
サ
イ

ズ
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

本
庁
文
化
国
際
課

バ
ー
ン
ズ
ナ
イ
ト

参
加
者
募
集

▲キルト
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伊
賀
市
の
新
し
い
保
険
証
を
、

平
成
17
年
３
月
末
ご
ろ
に
郵
送
し

ま
す
。

色
は
水
色
で
、
有
効
期
限
は
平

成
17
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
現
在
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
平
成
17
年
３
月
31
日
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
後

は
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
険
年
金

係
へ
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
健
康
福
祉
課

保
険
年
金
係

22
・
９
６
５
８

伊
賀
支
所
健
康
福
祉
課

保
険
年
金
係

45
・
９
１
０
５

島
ヶ
原
支
所
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係

59
・
２
２
６
９

阿
山
支
所
健
康
福
祉
課

保
険
年
金
係

43
・
９
７
１
１

大
山
田
支
所
健
康
福
祉
課

福
祉
係

47
・
１
１
５
１

青
山
支
所
健
康
福
祉
課

保
険
年
金
係

52
・
３
２
３
０

国
民
健
康
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

各
支
所
健
康
福
祉
課

広域連携フォーラム2005
～地方分権時代にふさわしい広域連携とは～
伊賀地域は、市町村合併により伊賀市と名張市
の2市になりました。地方財政事情が厳しい中、
それぞれの個性を生かしながら力を合わせて連
携していく方法について考えます。

【と　き】3月12日（土）
午後1時30分～3時30分

【ところ】ウェルサンピア伊賀

（西明寺2756-104）

【演　題】伊賀市と名張市による

新しい広域連携のために

【講　師】同志社大学大学院総合政策科学研究科

教授　新川達郎さん

【参加費】無料

【問い合わせ】
伊賀市・名張市広域行政事務組合 22-9690

申請書等提出締切日
３月２２日（火）
４月２０日（水）
５月２０日（金）
６月１４日（火）
７月２５日（月）
８月２２日（月）
９月２０日（火）
１０月２０日（木）
１１月１４日（月）
１２月１４日（水）
１月２０日（金）
２月２０日（月）

農地部会開催予定日
４月　８日（金）
５月１０日（火）
６月　９日（木）
７月　４日（月）
８月１６日（火）
９月１２日（月）
１０月　７日（金）
１１月１０日（木）
１２月　２日（金）
１月１０日（火）
２月　９日（木）
３月　９日（木）

農業委員会からのお知らせ
平成17年度の農地転用等申請書提出日および農地部
会開催予定は次のとおりです。なお、日程を変更する
場合がありますので、申請書等の提出の際は市農業委
員会事務局へご確認ください。

＊締切日以降の提出および不備書類については、翌月の農地
部会に上程します。なお、届出関係書類は随時受付します。

【問い合わせ】農業委員会 22-9669

香
り
と
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集

上
野
支
所
健
康
福
祉
課

香
り
を
使
っ
た
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

３
月
21
日

１
回
目

午
後
１
時
〜
２
時

【
と
　
き
】

３
月
13
日

午
後
１
時
〜
　
受
付

午
後
１
時
30
分
〜
　
開
演

【
と
こ
ろ
】

ふ
る
さ
と
会
館
い
が
小
ホ
ー
ル

■
講
演

横
光
利
一
の

作
品
（
短
編
）
と
ふ
る
さ
と

講
師
　
　
岸
　
宏
子
さ
ん

■
群
読

作
品
「
洋
燈
」

「
宇
佐
と
の
交
流
報
告
」

伊
賀
市
野
村
の
小
学
生

【
参
加
費
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
伊
賀
分
室

45
・
９
１
１
６

「
雪
解
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す

教
育
委
員
会
伊
賀
分
室

２
回
目

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
15
分

【
と
こ
ろ
】

ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

【
参
加
費
】
無
料

【
定
　
員
】
40
人
（
１
回
20
人
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

３
月
17
日

ま
で
に
、
電
話
で

上
野
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
推
進

係
（

22
・
９
６
５
３
）
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

県
道
名
張
青
山
線
の
工
事
に
伴

い
、
種
生
支
所
前
折
り
返
し
と
、

県
道
青
山
美
杉
線
（
川
上
経
由
）

を
迂
回
す
る
２
ル
ー
ト
で
運
行
し

て
い
ま
す
青
山
行
政
バ
ス
高
尾
線

は
、
３
月
１
日
か
ら
通
常
ル
ー
ト

で
運
行
す
る
予
定
で
し
た
が
、
種

生
支
所
前
か
ら
小
河
内
橋
間
の
工

事
期
間
が
延
長
さ
れ
た
た
め
、
３

月
末
ま
で
迂
回
運
転
を
行
い
ま

す
。先

に
関
係
地
域
各
戸
へ
お
配
り

し
ま
し
た
３
月
１
日
以
降
の
高
尾

線
バ
ス
時
刻
表
は
、
４
月
１
日
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

青
山
行
政
バ
ス
高
尾
線
の

迂
回
運
行
期
間
を

延
長
し
ま
す

青
山
支
所
地
域
振
興
室

【
問
い
合
わ
せ
】

青
山
支
所
地
域
振
興
室

52
・
３
２
２
４
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伊
賀
市
で
は
、
市
域
に
お
け
る

環
境
の
保
全
に
関
し
て
下
記
の
基

本
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
環

境
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

環
境
審
議
会
委
員
募
集

本
庁
環
境
生
活
課

■
環
境
審
議
会
の
調
査
審
議
内
容

生
活
環
境
お
よ
び
自
然
環
境
の

保
全
に
係
る
基
本
方
針
の
樹
立

に
関
す
る
こ
と
。

公
害
の
予
防
並
び
に
防
止
対
策

お
よ
び
被
害
対
策
に
関
す
る
こ

と
。

自
然
環
境
の
保
全
対
策
に
関
す

る
こ
と
。

そ
の
他
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
事
項
。

※
こ
の
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
、
そ
の
結
果
を
市
長
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
趣
旨
に
関
心
の
あ
る
方

は
、ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】
３
人
程
度

【
応
募
資
格
】

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法
】

環
境
に
関
す
る
考
え
を
１
０
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

本
庁
生
活
環
境
課
ま
で
本
人
が
届

け
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
限
】
３
月
18
日

【
報
　
酬
】

市
の
規
定
に
基
づ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

詳
し
く
は
、
本
庁
環
境
政
策
課

22
・
９
６
３
７
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

島島島島ヶヶヶヶ原原原原国国国国際際際際交交交交流流流流協協協協会会会会
「「春咲きコンサート春咲きコンサート」」をををを開開開開催催催催ししししまままますすすす
今年は、テレビでおなじみのリコーダー奏者

神谷　徹さんのストロー笛コンサートやパー
ティーなど、盛りだくさんのアトラクション
をご用意しています。

【と　き】３月１３日　(日)
午後1時30分～　開場
午後2時～　　　開演
神谷　徹さん
「不思議なストロー笛コンサート」

※途中、寛ぎタイムでお抹茶のサービスが
あります。
午後4時30分～　ありがとうパーティー
・国際交流員パトリックの友人による
弾き語り
・エスニック料理とお茶を楽しもう
午後6時　終了

【ところ】
島ヶ原会館　2階　ふれあいホール

【参加費】
無料。ただし、ありがとうパーティーは事

前予約が必要で小学生以上700円。
【申し込み】
ありがとうパーティーの参加者のみ、3月10
日(木)までに電話かＦＡＸで（住所、氏名、年
齢、電話番号を）教育委員会島ヶ原分室
59－2058 59－2291へお申し込みください。
【問い合わせ】

島ヶ原支所地域振興室 59-2094

市
民
ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
者
募
集

上
野
支
所
産
業
振
興
課

伊
賀
市
農
業
公
園
（
予
野
・
青

蓮
寺
開
畑
地
内
）
に
あ
る
『
市
民

ふ
れ
あ
い
農
園
（
貸
農
園
）』
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
利
用
期
間
】

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
18
年
３
月
31
日

【
募
集
区
画
】

小
区
画
（
グ
ル
ー
プ
利
用
可
）

50
㎡
・
・
・
２
１
１
区
画

大
区
画
（
グ
ル
ー
プ
利
用
可
）

１
０
０
㎡
・
・
・
35
区
画

※
お
一
人
様
、
何
区
画
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
付
帯
設
備
】

ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
管
理
棟
）
・
ト

イ
レ
・
ロ
ッ
カ
ー
（
有
料
）
・
シ

ャ
ワ
ー
（
有
料
）
・
農
機
具
（
有

料
）

【
使
用
料
】

小
区
画
（
１
区
画
）

年
１
万
５
千
円

大
区
画
（
１
区
画
）

年
３
万
円

※
使
用
期
間
が
12
カ
月
に
満
た
な

い
方
は
月
割
り
と
な
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

随
時
受
付
け
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
産
業
振
興
課
農
林
係

22
・
９
６
６
５

多
く
の
仲
間
づ
く
り
と
家
族
の

ふ
れ
あ
い
を
図
り
な
が
ら
、
野
菜

の
植
付
け
作
業
か
ら
維
持
管
理
・

収
穫
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
農
作

業
の
学
習
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
期
　
間
】

平
成
17
年
４
月
〜

平
成
18
年
２
月

１
月
を
除
く
毎
月
第
３
日
曜
日

（
※
作
付
け
時
期
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
全
10
回
）

【
対
　
象
】

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
で
、
家

族
単
位
（
30
組
）

【
内
　
容
】

野
菜
の
植
付
け
か
ら
水
や
り
・

草
引
き
・
肥
料
散
布
・
収
穫
ま
で

一
貫
し
た
作
業
体
験
学
習
と
加
工

食
品
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

【
参
加
料
】

１
家
族
に
つ
き
４
０
０
０
円

（
年
会
費
・
傷
害
保
険
加
入
料
を

含
む
）

※
資
材
・
材
料
費
と
し
て
実
費
徴

収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

３
月
25
日

ま
で
に
、
住
所
・

参
加
す
る
家
族
の
氏
名
・
年
齢
・

学
校
名
お
よ
び
学
年
・
電
話
番
号

に
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
産
業
振
興
課
農
林
係

22
・
９
６
６
５
　

キ
ッ
ズ
フ
ァ
ー
ム

（
子
ど
も
農
園
）
体
験
学
習

参
加
者
募
集

上
野
支
所
産
業
振
興
課
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伊
賀
市
で
は
、
伊
賀
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
る
「
ひ
と

が
輝
く
　
地
域
が
輝
く
　
〜
住
み

良
さ
が
実
感
で
き
る
自
立
と
共
生

の
ま
ち
〜
」
の
実
現
に
向
け
て
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
基
本
方
針
と

な
る
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
に

あ
た
り
、
市
民
の
視
点
か
ら
検
討

や
提
言
を
し
て
い
た
だ
け
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。 本

庁
企
画
調
整
課

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
募
集

任
期
は
３
年
で
、
平
成
17
年
度

は
６
回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
応
募
資
格
】

市
内
在
住
で
満
20
歳
以
上
の
方

（
原
則
と
し
て
、
伊
賀
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
の
委
員
で
な
い

方
。
伊
賀
市
の
職
員
ま
た
は
議
会

議
員
で
な
い
方
。）

【
募
集
人
数
】
６
人
以
内

【
応
募
締
切
り
】

３
月
15
日

消
印
有
効

【
応
募
方
法
】

次
の
内
容
を
伊
賀
市
企
画
調
整

課
ま
で
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
様
式
不
問
）

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

小
論
文
の
審
査
に
よ
り
選
考
し
、

年
齢
や
性
別
等
に
よ
る
委
員
の
構

成
比
率
を
勘
案
し
て
決
定
し
ま

す
。

伊
賀
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

推
進
の
礎
と
な
る
「
伊
賀
市
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
平
成
17

年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
基
本
計
画
の
策
定
や
推
進

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
委

員
を
、
伊
賀
市
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
に
基
づ
き
募
集
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20
歳

以
上
70
歳
未
満
で
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
意
欲
の
あ
る
方

【
募
集
人
数
】

３
人
以
内

【
審
議
会
の
概
要
】

伊
賀
市
の
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
調
査
審
議
を
行
い
ま

す
。
20
人
以
内
の
委
員
で
構
成
。

審
議
会
は
年
２
〜
３
回
平
日
の
午

後
開
催
す
る
予
定
。
報
酬
は
市
の

規
定
に
基
づ
き
ま
す
。

【
任
　
期
】
２
年

【
募
集
期
間
】

３
月
１
日

〜
３
月
25
日必

着

【
申
し
込
み
方
法
】

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
と
社
会
活
動
経
験
等
自

己
Ｐ
Ｒ
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
の
作
文
（
１
０
０
０
字
程
度
、

テ
ー
マ
や
様
式
は
自
由
）
を
作
成

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
募
集

本
庁
男
女
共
同
参
画
課

し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
選
　
考
】

作
文
審
査
と
応
募
の
記
載
内

容
、
男
女
・
世
代
の
バ
ラ
ン
ス
等

を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１
　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
人
権
政
策
部

男
女
共
同
参
画
課
　22

・
９
６
３
２

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

等
推
進
委
員
会
委
員
募
集

本
庁
環
境
政
策
課

伊
賀
市
で
は
、
効
果
的
な
「
ご

み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
推
進

を
は
か
る
た
め
、
自
治
会
・
事
業

者
・
市
議
会
議
員
等
で
構
成
す
る

「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
推

進
委
員
会
」
を
設
け
ま
す
。

こ
の
委
員
会
に
、
よ
り
多
様
な

市
民
の
声
を
い
た
だ
く
た
め
、
委

員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
の
あ

る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
募
集
人
数
】
４
人
以
内

【
任
　
期
】

平
成
17
年
４
月
か
ら
２
年
間

【
報
　
酬
】

市
の
規
定
に
基
づ
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

で
、
年
５
回
程
度
の
会
議
等
に
参

加
で
き
る
方

【
応
募
方
法
】

「
ご
み
問
題
」
に
つ
い
て
の
ア

イ
デ
ア
作
文
１
０
０
０
字
程
度
と

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
不
問
）

【
締
め
切
り
】
３
月
18
日

【
選
　
考
】

作
文
・
面
接
に
よ
り
選
考
し
、

結
果
を
３
月
下
旬
に
通
知
し
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
政
策
課22

・
９
６
３
７

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
・
「
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
委
員
応
募
」

と
記
し
た
も
の
。

小
論
文
「
伊
賀
市
の
行
財
政
改

革
と
私
の
役
割
」
伊
賀
市
の
行

財
政
改
革
へ
の
提
言
や
自
分
の

役
割
な
ど
を
８
０
０
字
以
内
で

記
載
し
た
も
の
。

【
選
考
方
法
】

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
応
募

用
紙
、
小
論
文
に
よ
り
選
考
審
査

し
、
決
定
の
上
、
そ
の
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１
　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
企
画
振
興
部
企
画
調
整
課
　

22
・
９
６
２
２

kikaku@
city.iga.lg.jp

観光振興講演会

ーーーー地地地地方方方方都都都都市市市市のののの観観観観光光光光施施施施策策策策のののの取取取取りりりり組組組組みみみみーーーー

【と　き】3月17日（木）
午後3時30分～午後5時　　　

【ところ】上野フレックスホテル2階
【参加費】無料
【講　師】
日本政策投資銀行
交通・生活部長　佐々木一成さん

【申し込み・問い合わせ】
申し込み等詳細については、上野商

工会議所（ 21-0527）へお問い合わ
せください。ただし、定員（100人）
になり次第締め切ります。



2323 広報いが市
2005. 3. 1

市教育委員会と上野地区青少年育成市民総ぐ
るみ運動推進会議では、心豊かで思いやりのある
青少年の育成を図り、青少年健全育成を市民総
ぐるみで推進していくため講演会を開催します。
前回募集分（3月21日午後2時講演）は、募

集定員に達しましたので、整理券の配付を終了
しました。今回は、水谷先生のご希望により、
主に中学生・高校生を対象とした内容となりま
す。（入場無料・座席指定）

【と　き】 3月21日（月）振替休日
午前9時30分～開場
午前10時～講演開始（正午まで）

【ところ】 伊賀市文化会館 さまざまホール

【講　師】“夜回り先生”こと

水谷　修 さん　

【プロフィール】
横浜市内の高校で社会科の教師をしながら、

生活指導を担当、生徒の非行や薬物汚染問題に
かかわる。また、若者たちから“夜回り先生”
と呼ばれ、深夜の繁華街のパトロールを通して、
多くの若者たちとふれあい、彼らの非行防止と
更生に取り組んでいる。

【演　題】

『優しさを配ろう』
～生きる力 取り戻させたい～

【申し込み】
3月13日 午前10時から午後5時まで市役所

本庁北庁舎1階第10会議室で入場整理券を配付
します。（先着順。入場整理券は1人2枚まで。）
14日以降は下記の問い合わせまで直接申し込み
に来てください。郵送での申し込みはお受けで
きません。定員になり次第締め切ります。なお、
前回募集分（午後2時講演）の入場整理券をお
持ちの方は申し込みできません。
＊13日は市庁舎駐車場が有料です。ご了承ください。
【問い合わせ】
伊賀市教育委員会　上野分室　 22‐9680

伊
賀
市
で
は
、
市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
や
地
域
の
身
近
な
で
き

ご
と
な
ど
を
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。番

組
の
制
作
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
番
組
内
容
の
質
的
な
向
上
と

公
益
性
を
確
保
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
有
益
な
番
組
と
す
る
た
め

「
伊
賀
市
行
政
情
報
番
組
検
討
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
委
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
尊
重

し
て
い
く
た
め
、
一
定
数
の
委
員

行
政
情
報
番
組

検
討
委
員
会
委
員
募
集

本
庁
広
聴
情
報
課

に
つ
い
て
一
般
公
募
制
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
伊
賀
市
行
政
情
報

番
組
検
討
委
員
会
委
員
」
を
公
募

し
ま
す
の
で
応
募
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】
７
人
以
内

【
任
　
期
】

平
成
17
年
４
月
か
ら
２
年
間

【
応
募
資
格
】

市
内
在
住
お
よ
び
市
内
で
勤
務

す
る
方
並
び
に
市
内
の
学
校
に
通

学
す
る
方
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
17
ch
、
青
山

管
内
は
20
ch
）
を
ご
覧
い
た
だ
け

る
方

【
応
募
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を

明
記
の
う
え
、「
行
政
情
報
番
組

市民大学講座市民大学講座““青少年健全育成講演会青少年健全育成講演会””
追加講演会のご案内追加講演会のご案内

伊
賀
市
企
画
振
興
部
広
聴
情
報
課

22
・
９
６
３
６

に
望
む
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

８
０
０
字
（
原
稿
用
紙
２
枚
）
以

内
に
ま
と
め
た
論
文
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
先
に
直
接
、
ご
提
出
い
た

だ
く
か
郵
送
で
お
願
い
し
ま
す

（
メ
ー
ル
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。）

【
応
募
期
限
】
３
月
15
日

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
ま
で
の

消
印
有
効

【
選
考
方
法
】

論
文
お
よ
び
、
地
域
・
性
別
・

年
齢
・
国
籍
（
自
治
基
本
条
例
に

規
定
）
に
も
配
慮
し
て
選
考
し
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

伊
賀
市
で
は
、
本
年
４
月
１
日

に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
法
を
検
討
い

た
だ
く
た
め
運
営
委
員
会
を
設
置

し
た
く
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

市
内
在
住
で
市
民
活
動
な
ど
の

知
識
あ
る
い
は
経
験
を
お
持
ち
の

方【
募
集
人
数
】
２
人

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
募
集

本
庁
市
民
生
活
課

【
応
募
方
法
】

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
載
の
上
、
あ
な
た

が
考
え
る
運
営
に
関
す
る
構
想
を

４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
て
、
郵

便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数

の
場
合
は
、
書
類
審
査
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

３
月
７
日

〜
18
日

【
応
募
先
】

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

伊
賀
市
生
活
環
境
部
市
民
生
活
課

22
・
９
６
４
１

E
-m
ail:shim

in@
city.iga.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】

市
民
生
活
課

22
・
９
６
３
９
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検診・相談名

乳幼児検診

乳幼児発達検診
股関節脱臼検診

1歳6カ月健診

3歳児健診
（3歳6カ月）

乳幼児相談

離乳食教室

なかよし広場

対　象　・　内　容　
生後４カ月、10カ月、１歳、１歳６カ月、２歳児。
※生後4カ月、10カ月児は、なるべく受診してください。

生後４カ月、10カ月、１歳６カ月児。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。
※無料。母子手帳をご持参ください。

乳幼児の計測と相談。母子手帳をご持参ください。
※無料。7日 は7カ月まで、14日 は8カ月から。
離乳食の話と試食。
4月は初期・中期 ※無料。

※無料の遊びの広場です。随時、保健師が相談
に応じます。

と　こ　ろ
市立上野総合市

民病院小児科

市立上野総合市

民病院整形外科

阿山医師会館

島ヶ原老人福祉

センター

阿山医師会館

島ヶ原老人福祉

センター

いがまち保健福

祉センター

大山田保健セン

ター

青山保健センタ

ー

阿山保健センタ

ー

上野ふれあいプ

ラザ2階

上野ふれあいプ

ラザ2階

上野ふれあいプ

ラザ2階

と　　き
3月22日（火）、4月5日（火）、12日（火）

午後1時30分～2時
4月5日（火）

午後1時～2時
3月15日（火) ＊

午後1時30分～2時30分
3月24日（木）

午後1時30分～2時
3月17日（木)

午後1時30分～2時30分
3月24日（木）

午後2時～2時30分
3月22日（火）

午後1時30分～3時
3月30日（水）

午前9時30分～11時
4月12日（火)

午前10時～11時
4月13日（水)

午前10時～11時30分
4月7日（木）、14日（木）

午前9時30分～10時50分
4月7日（木)

午前11時10分～11時40分
3月25日（金）

午前10時～11時30分

赤ちゃんの検診とお母さんの相談（3/16～4/15）
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地価調査基準地価格の公表を受け、広く
市民の方々に理解を深める目的で、地価等
に関する無料相談会を 三重県不動産鑑定
士協会が実施します。
【と　き】4月4日 午前９時～正午
【ところ】 市役所本庁北庁舎１階

第11会議室
【相談内容】地価、地代、家賃、

土地に係る諸問題
【相談員】

三重県不動産鑑定士協会不動産鑑定士
【問い合わせ】市役所事業調整課 22-9825

土地無料相談会を開催します

健康教室を開催します
上野総合市民病院では、健康教室を次の
とおり開催します。
【と　き】3月13日（日）午前10時～
【ところ】市民病院　西館　会議室
【講　師】市民病院薬局長　 津ますみ
【演　題】
「あなたはクスリを正しく飲んでいますか？」
～くすりの効果を最大限に

発揮するために～　
【問い合わせ】上野総合市民病院 24-1111

名称変更のお知らせ
平成17年4月1日から上野労働基準監督署および上野公共職業
安定所の名称が次のとおり変更となります。
■上野労働基準監督署→伊賀労働基準監督署　 21-0802
■上野公共職業安定所→伊賀公共職業安定所　 21-3221

県産業人材育成講座「就職しま専科」受講生募集
正社員としての就職をめざす皆さんを支援します。

【対　象】 フリーターなど30歳くらいまでの三重県内での
就職をめざす人

【実施期間】 第2期　4月～8月
【募集期間】 第2期生（3月～4月上旬）
【内　容】 ビジネスマナーやコミュニケーション能力を学

ぶ講座と実際の職場での体験
【定　員】 第2期　100人
【講座会場】 四日市大学、鈴鹿国際大学、三重大学、

松阪大学（4月からは三重中京大学）、皇學館大学
【問い合わせ】県「おしごと広場みえ」 059-222-3309
【ホームページ】http://www.oshigoto.pref.mie.jp/senka/

三重県立上野高等学校定時制（普通科）学力検査案内
■二次学力検査出願期間　3月22日 ～3月24日 試験日　3月28日
■三次学力検査出願期間　3月31日 ～4月1日 試験日 4月 4日
■学力検査　（20歳未満の方）社会、数学、理科、英語の学力検査と

作文、面接。（20歳以上の方）面接のみ
【問い合わせ】上野高等学校定時制　 21-2552



その他各種相談

健康相談（無料）血圧測定、尿検査など保健師が相談に応じます。
3月22日（火）午前9時30分～11時 （下柘植かがやきの郷）
3月23日（水）午後1時30分～3時 （ライトピアおおやまだ）
3月25日（金）午前10時～10時40分（上野ふれあいプラザ2階）
4月 6日（水）午後1時30分～3時 （島ヶ原老人福祉センター）
4月 7日（木）午前9時30分～11時 （大山田保健センター）
4月12日（火）午前1時30分～3時 （いがまち保健福祉センター）
4月15日（金）午後1時30分～3時 （青山保健センター）

医療機関名
岡波総合病院
上野総合市民病院
上野総合市民病院

月日
3月20日（日）
3月21日（月）
3月27日（日）

電話番号
21-3135
24-1111
24-1111

ふくじゅえん在宅
介護支援センター
在宅介護支援セン
ターおかなみ
在宅介護支援セン
ターなしのき
在宅介護支援セン
ター彩四季
在宅介護支援セン
ターいがのしろ
市民病院在宅介護
支援センター
在宅介護支援セン
ターふれあい
いがまち在宅介護
支援センター
島ヶ原在宅介護支
援センター
あやま在宅介護支
援センター
在宅介護支援セン
ターあやま
おおやまだ在宅介
護支援センター鶴寿園
在宅介護支援セン
ターあおやま
在宅介護支援セン
ターゆうあい

福寿園併設
（西山）
老健おかなみ併設
（上野桑町）
第二梨ノ木園併設
（朝屋）
彩四季併設
（市部）
さわやか園併設
（山出）
上野総合市民病院
併設（四十九町）
伊賀市社会福祉協
議会内（上野中町）
いがまち保健福祉
センター内（愛田）
老人福祉センター
清流内（島ヶ原）
ぬくもり園併設
（馬場）
阿山保健福祉セン
ター内（馬場）
鶴寿園併設
（真泥）
森の里併設
（腰山）
青山福祉センター
内（阿保）

24-7158

21-8000

22-0505

26-0011

22-0001

22-1119

21-1112

45-1013

59-3030

43-2300

43-1854

46-1021

54-1331

52-2999

介護・福祉サービス相談
相　談　名

サラ金・クレジ
ット問題相談
家庭児童相談
女性相談
ふれあい相談
（教育相談）

交通事故相談

緑（園芸）の相談

心身障害者
職業相談

心身障害相談
および中途失明
者歩行訓練相談

社会保険事務
相談
こころの健康
相談
人権・心配・悩み
相談

高齢者の就業
相談（シルバー人材センター）

職業相談
（ハローワーク上野）

と　　き
3月24日（木）（予約制） 22-9638
午後1時～4時（上野支所生活環境課）
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
火～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時
3月17日（木）

午後1時～3時
3月28日（月）、4月11日（月）

午後1時～4時
3月17日（木） ハローワーク上野
午後1時30分～4時　　 21-3221

4月6日（水） 伊賀市社会福祉協議会
午後1時～4時　　　　　 21-5866

3月18日（金）、4月6日（水）

午前10時15分～午後2時45分
3月24日（木）

午後2時～4時
毎週水曜日

午前9時30分～午後4時30分
3月22日（火）（予約制） 24-5800
午後1時30分～3時
4月15日（金）

午後1時30分～3時
毎週金曜日（祝日の時、前日）
午後1時30分～3時30分

と　　こ　　ろ
上野ふれあいプラザ

3階相談室
市役所本庁南庁舎
中2階 福祉政策課
上野ふれあいプラザ
青少年センター内

市役所本庁南庁舎
1階　第1会議室

市役所本庁南庁舎
玄関ロビー

かしの木ひろば
（上野寺町）

上野ふれあいプラザ
３階相談室

上野商工会議所

上野保健所（予約制）
24-8045

津地方法務局
上野支局 21-0804
伊賀市勤労者福祉会館
シルバー人材センター

八幡町市民館

八幡町教育集会所

まず、かかり付け医へ連絡してください。
連絡が取れない場合は、表の医療機関へ連絡してください。

相談名

法律相談
（弁護士）

行政相談
（行政相談員）

人権相談
（人権擁護

委員）

心配ごと
相談
（民生委員・

児童委員）

上野

4月14日（木）

午後1時～4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

毎週火曜日
（祝日の時、翌日）
午前9時～午後4時
上野ふれあいプ
ラザ3階相談室

伊賀

4月11日（月）
午後1時30分～4時
西柘植公民館

島ヶ原

4月15日（金）
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

4月1日（金）
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

阿山

4月1日（金）
午後1時30分～4時
阿山多目的集会
施設

3月25日（金）
午後2時～4時
阿山保健福祉セ
ンター

大山田

3月22日（火）
午後1時30分～4時
大山田農村環境改
善センター

4月8日（金）
午後1時30分～4時
大山田東生活改善
センター

青山

3月28日（月）
午前9時～正午
青山福祉センター

3月18日（金）
3月28日（月）
午前9時～正午
青山福祉センター

法律・行政・人権・心配ごと相談

無料相談無料相談（3/16～4/15）

■小児科休日診療当番■
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本
紙
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５
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３
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目
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仮
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）
市
民
活
動
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援
セ
ン
タ
ー
を
「
来
年
４
月
に
設
置
す
る
」
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、「
今
年
４
月
に
設
置
す
る
」
の
誤
り
で
し
た
。
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正
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て
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し
ま
す
。
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び
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伊
賀
焼
の
起
こ
り

伊
賀
地
方
で
は
、
良
質
な
陶
土
を
産
出

す
る
こ
と
も
あ
り
、
中
世
末
頃
（
今
か
ら

約
４
０
０
年
前
）
か
ら
筒
井
伊
賀
や
藤
堂

伊
賀
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
茶
陶
を
中
心
と

し
た
陶
器
の
生
産
が
盛
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
寛
文
年
間

（
１
６
６
１
〜
１
６
７
３
年
）、
藤
堂
家
３

代
藩
主
高
久
の
代
に
陶
土
採
取
禁
止
と
な

っ
て
か
ら
は
、
茶
道
具
の
生
産
を
中
心
と

し
た
生
産
窯
（
い
わ
ゆ
る
「
古
伊
賀
」）

は
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
宝
暦
年
間

（
１
７
５
１
〜
１
７
６
３
年
）
に
な
っ
て
、

７
代
藩
主
高
豊
の
代
に
日
用
雑
器
を
中
心

と
し
た
生
産
窯（
い
わ
ゆ
る「
再
興
伊
賀
」）

と
し
て
復
興
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

丸
柱
に
は
、
茶
陶
器
を
中
心
と
し
た
窯

場
も
存
在
し
ま
し
た
が
、
日
用
雑
器
中
心

の
窯
場
も
多
く
あ
り
、
弥
助
、
久
兵
衛
、

この広報紙は古紙配合率100％の
再生紙を使用しています。

伊賀市の人口・世帯数
（平成17年1月31日現在）
人　口　103,135人　　

（男） 50,022人
（女） 53,113人
世帯数　 37,362世帯　

伊賀市市民憲章

私たち市民は、次の6つの原則により自治を進め、“ひとが輝く
地域が輝く”伊賀市のまちづくりの実現を目指し、この憲章を
定めます。

1. まちづくりに関する情報をみんなで共有します。
1. まちづくりには、みんなが参加できるようにします。
1. まちづくりは、みんなでつくった計画に基づき実施します。
1. まちづくりは、まず自ら行い、さらに地域内で助け合って
進めます。

1. まちづくりは、互いに連携・協力しながら進めます。
1. まちづくりの実施を評価し、次の活動に活かします。

定
八
と
い
っ
た
多
く
の
陶
工
が
生
産
に
携

わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
賀
焼
の
窯

跡
の
発
掘
調
査
例
は
少
な
い
の
で
す
が
、

平
成
６
年
と
７
年
に
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
に
よ
っ
て
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。調

査
さ
れ
た
窯
跡
は
、
そ
の
位
置
か
ら
、

陶
工
家
「
弥
助
」
の
窯
場
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
弥
助
に
関
し
て
は
、
９
代
藩
主

高
嶷
た
か
さ
と

が
、
初
代
弥
助
に
対
し
藩
御
用
の
器

を
焼
か
せ
「
伊
賀
国
」「
丸
柱
制
」
の
二

つ
の
拝
領
印
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
、
拝
領
印
を
粗
末
に
扱
っ
た
と
い
う
理

由
で
印
を
没
収
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
で
は
、
碗
・
急
須
・
土
瓶
・
鍋
と

い
っ
た
製
品
や
匣
鉢
さ

や

・
輪
ト
チ
と
い
っ
た

窯
道
具
が
出
土
し
ま
し
た
。
遺
物
の
中
で
、

鍋
お
よ
び
匣
鉢
に
は
数
十
種
類
に
お
よ
ぶ

刻
印
が
認
め
ら
れ
、
十
・
い
か
（
が
）
・

伊
賀
・
問
屋
改
と
い
っ
た
記
号
や
文
字
が

見
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
発
掘
調
査
が
進
め

ら
れ
て
い
る
上
野
城
城
代
屋
敷
跡
地
出
土

の
遺
物
に
も
、
同
じ
刻
印
や
同
型
と
思
わ

れ
る
製
品
が
見
ら
れ
ま
す
。

弥
助
の
窯
は
４
代
ま
で
存
続
し
、
４
代

没
年
の
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
ま
で
に

は
、
恐
ら
く
廃
絶
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

伊
賀
焼
の
窯
の
火
は
現
在
も
絶
え
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
ま
す
。

▲弥助窯跡位置図

弥助窯跡


